
願
い
実
現
に
と
り
く
み
ま
す

こ　
の●不況で仕事につけない

●保守の方も

●革新の方も

●無党派の方も

 力あわせて

●医療費が上がって

　　　　医者にかかれない
●子育てがたいへん

　　政治が応援してほしい

子育て子育て

乳
幼
児
医
療
費
無
料
制
度
を
6
歳
ま
で
ひ
ろ
げ
る

子
ど
も
病
院
の
建
設
、
30
人
学
級
の
実
現
を

長
野
、
徳
島
、
高
知
、
尼
崎
│
│
ム
ダ
を
な
く
し
、
く
ら
し
優
先
へ

先
進
都
市
を
視
察

少
人
数
学
級
実
現
に
大
き
く
貢
献

全
国
に
ひ
ろ
が
る
新
し
い
地
方
政
治
│
広
島
で
前
進
を

　
難
病
に
対
応
で
き
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
科
を
そ
な
え
た
子
ど
も
専
門

の
総
合
病
院
は
中
四
国
地
方
に
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

医療
介護
医療
介護

介
護
保
険
料
・
利
用
料
減
免
制
度
の
充
実
を

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
を
引
き
下
げ
る

　
特
養
ホ
ー
ム
を
た
く
さ
ん
増
や
し
、
待
機
者
を
な
く
し
ま
す
。
在
宅
生

活
を
望
む
人
に
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
し
ま
す
。

公
共
事
業
を
福
祉
・
環
境
型
に
か
え
る

地
元
企
業
へ
の
発
注
を
ふ
や
し
独
自
の
融
資
制
度
の
充
実
を

　
福
祉
・
環
境
型
の
公
共
事
業
を
増
や
せ
ば
、
地
元
中
小
企
業
へ
の
発
注

が
増
え
、
雇
用
も
守
れ
ま
す
。

　
ム
ダ
な
大
型
開
発
事
業
を
推
進
し
た
こ
と
が
財

政
危
機
を
ま
ね
き
ま
し
た
。
予
算
を
く
ら
し
・
教

育
中
心
に
く
み
か
え
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
願
い
が

実
現
で
き
ま
す
。

　
原
爆
遺
跡
保
存
条
例
を
つ
く
り
ま
す
。

ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
環
境
先
進
都
市
を
め
ざ
す

道
路
公
害
の
な
い
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
明
確
な
目
標
を
立
て
ゴ
ミ
を
減
ら
し
ま
す
。

国
民
を
戦
争
に
動
員
す
る
有
事
法
制
に
反
対
し
ま
す

宇
品
港
へ
の
軍
艦
入
港
は
ゆ
る
し
ま
せ
ん

　
長
野
県
で
は
、「
脱
ダ
ム
宣
言
」
の
田
中
康
夫
知
事

が
県
議
会
多
数
派
の
横
暴
を
打
ち
破
っ
て
、
再
選
。
政

党
で
は
日
本
共
産
党
だ
け
が
応
援
し
ま
し
た
。

　
徳
島
県
で
は
、
吉
野
川
可
動
堰
反
対
な
ど
の
住
民
運

動
と
、
共
産
党
、
社
民
党
な
ど
が
共
同
し
て
大
田
正
知

事
が
誕
生
。
兵
庫
・
尼
崎
市
長
選
挙
で
も
、
市
民
本
位

の
市
政
を
め
ざ
す
白
井
文
さ
ん
が
自
・
公
・
保
な
ど
が

推
す
現
職
を
破
っ
て
当
選
し
ま
し
た
。

　
ム
ダ
な
大
型
開
発
を
や
め
、
く
ら
し
を
優
先
す
る
―

―
新
し
い
地
方
政
治
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
広
島
で

も
、
こ
の
流
れ
を
広
げ
る
た
め
に
、
政
党
支
持
の
違
い

を
こ
え
て
力
を
あ
わ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
本
共
産
党

市民と日本共産党が力あわせれば
 願いは実現できます

非核・平和へ、野党外交を積極的にすすめています非核・平和へ、野党外交を積極的にすすめています非核・平和へ、野党外交を積極的にすすめています

●あなたのご意見をおきかせください 日本共産党広島県委員会　 広島市中区八丁堀８-11  TEL228-3366  FAX227-8120
日本共産党広島市会議員団　 TEL244-0844  FAX244-1567  メールk-shigi@jcp-hiro-shigi.jp

私たちも
県政で
がんばります

お
お
こ
し
和
郎

党
西
区
県
政
対
策
委
員
長

西　 区
（定数４）

お
お
う
え
和
子

党
県
女
性
・
児
童
部
長

安佐南区
（定数４）

湯
川
ひ
ろ
子

党
東
区
平
和
・
女
性
部
長

東　 区
（定数３）

　小泉政治が市民の暮らしと営業を苦しめ、イージス艦の派遣

などキナくさい動きが強まっているとき、悪政の防波堤として、

くらしを守ってがんばるのが地方行政の役目です。市民こそが

主人公の市政をめざして次の政策を掲げてがんばります。

雇用
経済
雇用
経済

ゴミ
環境
ゴミ
環境

非核
平和
非核
平和

市
議
会
と
市
の
外
郭
団
体
も
情
報
公
開
条
例
の
対
象
に

住
民
投
票
条
例
（
18
歳
以
上
に
投
票
権
）
の
制
定
を

市民
参加
市民
参加

日本共産党市議団の
活動と実績が示しています

　４年前、４議席から５議席になった日本共産党

市会議員団は、市民の要求を開き、現地を調査し、

住民運動と力を合わせ、その要求を毎議会で積極

的に取り上げ、一つひとつ実現してきました。こ

うした取り組みを広げていけば政治を変えること

ができます。

建
設
的
提
案
の
党
と
し
て
…

「
中
学
校
給
食
を
」―
―

議
会
で
訴
え
続
け
て
５
年
、つ
い
に
実
現

市
民
と
市
政
を
む
す
ぶ
架
け
橋
に

埋
め
立
て
頼
み
の
行
政
を
一
貫
し
て
追
及

市
が
ゴ
ミ
「
ゼ
ロ
」
へ
方
向
転
換

問
題
点
は
は
っ
き
り
指
摘
し
て
…

　
小
学
校
１
年
生
の
ク
ラ
ス
に
若
い
先
生
を
加
配
し
、
少

人
数
学
級
を
実
施
し
て
い
る
山
口
市
の
学
校
を
視
察
。
若

い
先
生
が
、
教
室
に
い
な
い
児
童
を
探
し
に
行
っ
た
り
、

体
育
の
時
間
に
は
、
子
ど
も
た
ち
と
元
気
に
触
れ
合
う
様

子
を
み
て
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
必
要
性
を
再
認
識
。

広
島
に
T
・
T
（
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
力
と
な
り
ま
し
た
。
い
ま
で
は
、
小
学
校
１
・
２

年
生
の
35
人
以
下
学
級
が
実
現
。

　
2
0
0
1
年
2
月
、
県
が
出
島
沖
に
産
業
廃
棄
物
の
埋

め
立
て
を
突
如
発
表
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
い
ち
早

く
住
民
に
知
ら
せ
、
中
止
を
求
め
る
署
名
運
動
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
風
向
き
・
風
速
な
ど
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
い
い
加
減
さ
を
追
及
す
る
と
同
時
に
、
リ
サ
イ

ク
ル
や
無
害
化
処
理
な
ど
を
提
案
。
市
も
、
ゴ
ミ
は
「
増

え
る
も
の
」
か
ら
「
ゼ
ロ
」
に
す
る
計
画
へ
方
向
転
換
。

「
工
事
を
一
時
凍
結
し
て
で
も
住
民
合
意
を
重
視
せ
よ
」

と
の
市
長
意
見
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　核兵器をなくせ――ヒロシマの願いです。

日本共産党は、アメリカのイラクへの先制攻

撃に反対し、国連憲章にもとづく平和の秩序

をまもるために独自の外交努力を重ねていま

す。昨夏から年末にかけて、イラク、ヨルダ

ン、エジプト、アラブ首長国連邦、カタール、

中国、ベトナム、インド、スリランカ、パキ

スタンなどを歴訪。それぞれの政府や政党と

意見交換をおこない、多くのところで核兵器

廃絶やイラク問題での合意を得ました。こう

したことができるのは、外国のいいなりにな

らない自主独立の党だからです。

　
昼
食
は
「
菓
子
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
」
の
生
徒
が

多
い
―
―
中
学
校
給
食
を
実
現
せ
よ
と
毎
議
会
で
質
問
・

主
張
し
つ
づ
け
た
の
は
、
日
本
共
産
党
議
員
団
だ
け
で

し
た
。
心
身
と
も
に
丈
夫
な
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
親
の
心
が
一
つ
に
な
り
、
12
万
の
署
名
を
提
出
。

給
食
実
現
の
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

今任期に紹介議員となった請願件数
（99年4月～02年12月現在）
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日　本
共産党

社民党 公明党 保守会派

スリランカ首相と握手する
日本共産党の志位委員長（左）


